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　最近では、新型インフルエンザによって、感染対策
に関する話題が大きく取り上げられディスポーザブル
製品に注目が集まってきている。今回、我々の施設で
はレスピロニクス社より新発売された院内使用向け
ディスポーザブルマスクの “ パフォーマトラックマス
ク ” の使用感について考察を行った。
　NPPV で人工呼吸管理を成功させるカギのひとつと
してマスクの選択があげられる。このマスクの特徴は
ユニークな形状のキャップストラップヘッドギアにあ
り（図 1）、通常のマスクではひも状のストラップで
マスクを固定するため、ストラップのねじれや固定す
る位置を合わすのに手間がかかった。このキャップス
トラップでは前頭部にパッドをあわせるだけでおおよ
その位置が決定され、あとはストラップを締め付ける
だけでマスクの装着は完了する。これにより、装着時
間の短縮に伴い医療スタッフの煩わしさはかなり軽減
される。マスクの固定もかなりしっかりと安定するの
で、頻繁に体位の変換が必要であったり体動が多い患
者であってもマスクからのリークやマスク外れも軽減

できる。
　さらに、もうひとつユニークな点は NPPV 施行中
のオーラルケアや顔面へのアクセスに対して、マスク
やストラップを完全に外すことなく、処置ができるこ
とであり（図 2）、NPPV 施行中の医療スタッフの労
力軽減に有効であろう。
　また、院内で使用するには感染対策を考えた場合、
ディスポーザブル製品であることが望ましいが、その
反面、安価であるということから材質が悪く、NPPV
施行中に顔面の皮膚損傷がしばしば見られた。しかし
この “ パフォーマトラック キャップマスク ” はディ
スポーザブルでありながら滅菌可能なマスクとほとん
ど替わらない質感で非常に皮膚にも優しい材質であっ
た。
　最後に、“ パフォーマトラックマスク ” は口鼻と鼻
の 2 種類でサイズは各 3 種類あるが、クッション部の
形状は一種類であり、今後、ディスポーザブルマスク
の種類が増えることを期待する。
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